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合計 震度7 震度6強 震度6弱 震度5強
公立小学校 2 40 136 126
公立中学校 1 21 83 71
公立高等学校 1 8 37 22
合計 4 69 256 219
表-2 震度別学校数 
岩手県 震度7 震度6強 震度6弱 震度5強
公立小学校 0 0 23 37
公立中学校 0 0 13 19
公立高等学校 0 0 6 6
合計 0 0 42 62
宮城県 震度7 震度6強 震度6弱 震度5強
公立小学校 2 25 43 14
公立中学校 1 12 26 11
公立高等学校 1 8 13 3
合計 4 45 82 28
福島県 震度7 震度6強 震度6弱 震度5強
公立小学校 0 4 34 36
公立中学校 0 3 21 18
公立高等学校 0 0 6 3
合計 0 7 61 57
茨城県 震度7 震度6強 震度6弱 震度5強
公立小学校 0 7 30 22
公立中学校 0 4 17 14
公立高等学校 0 0 9 7
合計 0 11 56 43
栃木県 震度7 震度6強 震度6弱 震度5強
公立小学校 0 4 6 17
公立中学校 0 2 6 9
公立高等学校 0 0 3 3
合計 0 6 15 29
表-1 各県の学校数 
% 震度7 震度6強 震度6弱 震度5強
中破 0.00 8.70 11.72 2.74











































































え、震度 6 強の地点でおよそ 2 棟の学校避難所が大破する
と推測できる。最低収容人数は、千石小学校の 454名、千種




	 また、千種区の常住人口は平成 27 年時点で約 16.5 万人
であり、昼間人口が約 18.2万人である。5)これより、昼間の
とき人口が通常よりも 1.7万人多いため、学校避難所への被
害が昼間に出ると、夜間に地震が発生したときよりもリスク
があることがわかる。また、学校避難所の配置が千種区の中
で手薄な場所があるため、1つでも中破・大破し避難所とし
て機能できなくなると、千種区内で避難をすることができな
い人が出てくると推測できる。 
 
４．まとめ 
	 ここまで過去の地震による統計データを基に南海トラフ
地震の推測を行ってきたが、これはあくまでも過去の地震と
同様の条件であることを前提としており、詳細な構造部材の
加味、解析、現地調査は行っていない。また、千種区だけで
はデータが少ないため、実用できない。今後の大地震に備え
ていくためには、より詳細なデータを収集し、考察していく
ことが重要である。 
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